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村

田

昇

 
平
家
物
語
と
い
う
名
は
源
氏
物
語
に
対
照
し
て
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平

家
物
語
を
王
朝
憧
憬
の
思
想
が
貫
い
て
い
る
。
五
十
胆
力
は
、
平
家
物
語
は
源

氏
物
語
の
子
で
あ
る
と
い
っ
た
。
 
（
戦
記
物
語
の
研
究
）
源
氏
物
語
に
お
い
て
、
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

み
じ
み
と
豊
か
に
育
っ
た
あ
は
れ
な
好
情
の
心
法
が
、
平
曲
の
琵
琶
の
響
に
伝

奏
さ
れ
て
い
る
。
平
家
物
語
は
王
朝
美
の
残
照
で
あ
る
。
平
家
物
語
を
書
か
せ

平
曲
を
謡
わ
せ
た
動
力
因
は
、
源
氏
物
語
と
同
じ
大
慈
悲
で
あ
る
。
源
氏
物
語

は
文
芸
的
佛
経
法
華
経
・
観
経
の
心
で
書
か
ん
乏
す
る
気
魂
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
源
氏
物
語
は
、
天
皇
と
更
衣
の
悲
恋
か
ら
起
筆
さ
れ
た
が
、
平
家
物
語

（
流
布
本
）
も
源
平
盛
衰
記
も
浬
諸
経
聖
行
品
の
四
雷
雲
と
釈
迦
伝
に
因
ん
で

 
祇
園
精
舎
の
鐘
の
聲
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
、
沙
羅
讐
樹
の
花
の
色
、
盛
者

 
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す
。
驕
れ
る
も
の
久
し
か
ら
ず
、
た
ゴ
春
の
夜
の
夢
の

 
如
し
。
猛
き
人
も
遂
に
は
亡
び
ぬ
ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
。

 
と
、
仏
教
哲
学
を
以
っ
て
悲
し
く
あ
は
れ
に
語
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
哲

学
が
全
巻
を
貫
流
し
て
い
る
か
ら
、
平
家
物
語
は
仏
教
哲
学
詩
で
あ
る
。
こ
れ

は
紫
式
部
の
師
と
考
え
ら
れ
る
源
信
僧
都
の
往
生
要
集

 
要
事
仁
王
径
有
二
四
非
常
偶
一
可
・
見
、
甘
楽
二
極
署
一
並
幅
二
金
剛
径
云
一
、
 
一

 
切
有
為
法
、
如
二
夢
幻
泡
影
一
、
如
レ
露
聖
算
・
電
、
応
レ
作
二
如
レ
是
一
、
或
復
大
、

 
経
済
云
、
諸
行
無
常
馬
是
生
滅
法
、
生
滅
々
已
、
寂
滅
為
レ
楽
已
上
、
祇
園

 
寺
無
常
堂
四
角
有
二
頗
梨
鐘
一
、
古
音
中
富
説
二
此
偶
一
、
病
僧
聞
レ
音
苦
悩
即

 
除
得
二
清
源
楽
「
、
如
レ
入
三
二
禅
一
乗
二
生
浄
土
一
。

 
と
あ
る
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
巳
大
経
即
ち
大
浬
要
言
行
激
甚
句
偶
の
前
生

謂
は
、
法
隆
寺
蔵
推
古
天
皇
内
持
佛
玉
虫
厨
子
の
扉
に
画
か
れ
た
施
身
聞
偶
の

絵
が
あ
る
。
こ
れ
を
文
章
に
し
た
も
の
は
、
源
為
憲
が
尊
子
内
親
王
に
献
上
し

た
三
宝
絵
詞
（
往
生
要
集
と
翌
年
の
花
山
天
皇
永
観
二
年
成
、
翌
年
保
胤
の
日

本
往
生
極
楽
記
成
・
紫
式
部
は
当
時
十
歳
の
少
女
）
が
あ
る
。
餓
鬼
に
要
説
し

て
半
偶
を
聞
い
た
雪
山
童
子
の
壮
烈
無
比
な
求
道
物
語
は
、
蘇
我
氏
の
悪
逆
を

越
え
て
、
大
無
量
寿
国
新
日
本
を
創
建
せ
ん
と
す
る
聖
徳
太
子
の
誓
願
の
象
徴

で
あ
っ
た
。
こ
の
物
語
は
説
教
師
も
説
き
、
貴
族
の
家
庭
で
も
子
供
に
聞
か
せ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
一
般
に
流
布
し
日
本
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
あ

る
七
五
四
句
の
和
讃
い
ろ
は
う
た
は
、
作
者
が
判
定
さ
れ
な
い
が
因
浬
財
経
の

四
句
調
を
詠
ん
で
子
女
の
手
習
の
教
材
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
仏
教
の
聖
句
を

巧
妙
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
し
た
こ
と
と
、
弘
法
大
師
空
海
が
、
極
め
て
庶
民

教
化
に
努
力
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
弘
法
の
作
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

民
衆
詩
平
家
物
語
の
冒
頭
に
、
謡
は
れ
た
こ
と
と
協
調
し
て
、
後
世
の
思
想
、
文
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史
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芸
に
大
影
響
を
与
え
て
い
る
。
源
氏
物
語
総
角
の
巻
に
、

 
恋
ひ
わ
び
て
死
ぬ
る
く
す
り
の
ゆ
か
し
き
に
雪
の
山
に
や
あ
と
を
消
な
ま
し

 
重
な
る
掲
教
へ
け
む
鬼
も
が
な
、
こ
と
づ
け
て
身
も
投
げ
む
、
と
お
ぼ
す
そ

 
無
き
た
な
き
聖
心
な
り
け
る

と
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
董
…
が
亡
き
大
君
を
遵
ふ
嘆
き
の
歌
で
あ
る
。
こ
れ
で
み

る
と
、
菩
提
心
が
愛
欲
否
定
の
威
力
を
揮
い
得
ず
、
却
っ
て
愛
欲
の
助
力
を
し

て
い
る
、
-
勿
論
誇
張
し
た
虚
構
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
虚
構
を
寛
大

に
受
入
れ
る
唯
美
的
社
会
と
、
そ
れ
を
助
長
し
た
天
台
、
謡
言
宗
の
人
間
性
に

対
す
る
寛
容
性
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
命
を
賭
け
て
恋
を
す
る
あ
は
れ
が
男
の

喜
び
と
し
て
仏
教
的
に
赦
理
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
尚
仏
教
は
生
の
享
楽
の
為

に
用
い
ら
れ
、
死
は
畏
う
し
厭
う
べ
き
も
の
と
し
て
、
直
面
せ
ず
、
遠
く
遙
け

き
来
迎
佛
の
願
船
に
乗
ず
る
日
を
待
っ
て
い
る
。
生
死
の
巌
頭
に
立
っ
て
の
宗

教
的
決
断
に
至
り
得
ず
、
生
と
死
の
中
有
に
な
が
め
、
た
ゆ
た
ふ
夢
の
浮
橋
の

如
き
心
境
を
、
心
き
た
な
き
聖
心
と
い
っ
て
い
る
。

 
生
死
は
一
如
、
生
は
死
の
表
象
、
死
は
生
の
根
源
、
人
間
は
死
す
べ
き
実
在

、
で
あ
る
。
生
は
假
我
、
死
は
実
我
で
あ
る
。
中
世
以
前
に
遠
ざ
か
る
程
、
生
が

主
で
死
ぽ
従
、
仏
教
は
生
の
享
楽
の
為
に
用
い
ら
れ
、
中
世
に
お
い
て
は
死
が

主
で
生
は
従
、
仏
教
は
死
の
完
貫
の
為
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
橋
が
宇
治
十

帖
。
宇
治
十
帖
の
象
徴
が
結
巻
夢
の
浮
橋
の
巻
で
あ
る
。
而
し
て
申
達
へ
の
完

成
の
第
一
歩
が
平
曲
で
あ
り
、
こ
れ
を
象
徴
す
る
も
の
が
、
序
曲
の
墨
黒
経
の

四
句
偶
の
響
で
あ
る
。

 、

?
源
氏
物
語
の
光
源
氏
の
モ
デ
ル
の
一
に
釈
迦
伝
が
あ
る
と
い
う
論
究
が

 
 
拙
著
「
日
本
古
典
の
仏
教
的
精
神
」
 
（
昭
和
三
十
三
年
．
一
橋
書
房
版
）

 
 
に
の
せ
て
あ
る
。

無
常
の
美
学

 
宇
宙
生
命
の
創
造
的
進
化
の
秩
序
を
顕
現
す
る
も
の
は
美
で
あ
る
。
外
な
る

自
然
飛
花
落
葉
も
、
人
間
の
身
心
も
無
常
で
あ
る
。
故
に
美
で
あ
る
。
宇
宙
生

命
の
秩
序
を
教
え
る
仏
教
は
美
学
で
あ
ち
。
そ
の
経
典
は
文
芸
で
あ
る
。
，
砥
園

精
舎
の
鐘
は
、
．
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
、
生
滅
々
已
、
寂
滅
為
楽
と
響
き
、
沙

羅
双
樹
の
花
の
色
は
、
盛
者
必
衰
の
理
を
現
す
が
故
に
美
で
あ
る
。
こ
れ
を
最

初
に
謡
う
平
曲
は
、
無
常
観
念
詩
で
あ
る
。
私
は
詩
と
は
直
観
し
た
宇
宙
生
命

秩
序
を
こ
と
ば
を
縁
と
し
て
、
十
分
に
響
流
し
て
い
る
も
の
と
思
考
し
て
い

る
。
生
も
病
も
老
も
死
も
、
種
も
熟
も
脱
も
、
生
も
住
も
異
も
滅
も
、
す
べ
て

宇
宙
の
秩
序
で
あ
る
。
無
常
で
あ
る
。
美
で
あ
る
。
か
く
道
得
さ
れ
た
処
が
、

浬
禦
寂
滅
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
人
間
が
有
機
的
社
会
生
活
を
営
む
と
い
う
こ
と
は
、
有
常
と
無
尽
縁
起
す
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
諸
行
の
無
常
は
は
か
な
く
、
か
な
し
く
、
あ
は
れ
で
あ

る
。
美
は
無
常
な
る
が
故
に
、
命
短
き
瞬
間
性
、
崩
落
性
、
脱
弱
性
で
あ
る
。

同
一
の
主
観
の
同
一
の
体
験
が
同
一
の
美
的
対
象
に
対
し
て
確
実
に
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
故
に
美
を
観
ず
る
態
度
は
、
静
閑
・
冒
険
・
緊
張
・
尖
鋭

・
敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
『
空
海
が
「
文
鏡
秘
府
論
」
に
三
昧
を
言
い
、
俊

成
・
定
家
が
摩
詞
止
観
を
行
じ
、
心
敬
が
「
さ
さ
め
ご
と
」
に
閑
心
を
主
張

し
、
芭
蕉
が
、

 
師
の
い
は
く
乾
坤
の
変
は
風
雅
の
た
ね
也
乏
い
へ
り
。
異
な
る
も
の
は
不
変

 
の
姿
図
。
動
け
る
も
の
は
変
也
。
時
と
し
て
と
め
ざ
れ
ば
、
と
ど
ま
ら
ず
。

 
止
む
る
と
い
ふ
は
見
と
め
聞
と
む
る
也
。
飛
花
落
葉
の
散
乱
す
る
も
、
そ
の

 
中
に
し
て
見
と
め
聞
き
と
め
ざ
れ
ば
、
を
さ
ま
る
こ
と
な
し
。
そ
の
活
た
る
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も
の
だ
に
消
え
て
跡
な
し
。
又
、
句
作
り
に
師
の
善
管
。
物
の
見
え
た
る
ひ

 
か
り
、
い
ま
だ
心
に
き
え
ざ
る
中
に
い
ひ
と
む
べ
し
（
土
器
・
三
冊
子
）

美
は
永
遠
に
瞬
間
的
、
ロ
ハ
一
度
の
新
し
き
命
の
芽
で
あ
る
。
美
に
覚
め
信
じ
た

覚
書
・
信
認
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
れ
を
う
け
と
め
こ
と
ば
に
形
象
し
た
も
の

が
詩
で
あ
る
。
故
に
空
海
は
、
 
「
文
鏡
秘
府
論
」
に

 
凡
そ
詩
人
は
夜
聞
床
頭
に
明
か
に
一
蓋
燈
を
置
く
。
若
し
睡
来
ら
ば
睡
に
任

 
せ
よ
。
睡
覚
め
て
即
ち
起
く
。
興
発
っ
て
意
生
ず
。
精
神
清
爽
に
し
て
声
々

 
明
白
也
。
皆
須
く
身
を
意
中
に
深
く
べ
し
。
若
し
詩
中
に
身
無
く
ば
、
即
ち

 
詩
何
に
従
っ
て
か
有
ら
ん
。
…
…
紙
筆
墨
常
に
須
く
身
に
随
う
べ
し
。
興
来

 
り
て
即
ち
録
す
。
若
し
筆
紙
無
け
れ
ば
、
旅
の
問
に
意
多
く
草
々
た
り
。

と
い
う
所
以
で
あ
る
。

一
音
・
一
伺

 
宇
宙
の
根
元
的
無
限
生
命
美
の
大
覚
者
で
あ
る
仏
は
、
こ
れ
を
人
間
に
開
示

す
る
こ
と
ば
を
以
っ
て
す
る
。
仏
教
を
一
音
教
と
い
い
、
仏
は
仏
器
を
以
て
回

す
。
衆
の
声
音
に
入
り
て
一
切
を
開
示
す
。
慈
辮
を
演
べ
る
（
大
経
）
に
い
う

所
以
で
あ
る
。
而
レ
て
詩
人
は
、
宇
宙
の
根
元
的
生
命
美
を
全
生
活
を
以
て
追

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

い
求
め
、
こ
れ
を
こ
と
ば
に
よ
っ
て
言
い
と
め
且
開
示
す
る
。
根
元
的
生
命
の

無
限
と
、
人
間
生
命
の
無
常
と
の
「
億
却
惣
別
而
須
里
不
離
審
日
相
対
而
刹
那
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

不
対
」
 
（
大
饗
国
師
）
、
の
如
き
無
明
的
刹
那
愚
智
合
の
あ
は
れ
を
、
こ
と
ば
に

よ
っ
て
結
び
、
無
常
を
転
じ
て
普
遍
・
永
遠
と
す
る
も
の
が
詩
人
で
あ
る
。
深

い
孤
立
的
、
主
観
、
閉
鎖
的
な
二
心
を
発
見
し
、
こ
れ
を
十
分
開
顕
に
転
る
も

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

の
は
こ
と
ば
で
あ
る
。
詩
で
あ
る
¢
詩
人
で
あ
る
。
こ
と
ば
は
永
遠
を
現
在
と

し
、
普
遍
を
象
徴
と
す
る
。
か
く
て
生
活
も
歴
史
も
詩
で
あ
る
。
詩
で
な
け
ら

王
朝
文
芸
の
宗
教
的
史
観
餉
 
源
氏
物
語
と
平
家
物
語
の
比
較

ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
と
ば
を
発
見
す
る
こ
と
は
、
普
遍
・
永
遠
の
生
命
に
帰
一
す

る
乙
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
為
に
有
限
有
漏
の
人
身
を
捨
て
て
悔
い
は
な
い
。

人
身
は
無
量
寿
・
無
量
光
の
普
遍
永
遠
生
命
を
獲
得
す
る
為
に
生
存
す
る
。
浬

禦
経
蔵
行
構
に
は
、
雪
山
童
子
が
半
偶
の
下
説
を
聞
く
憎
く
、
羅
刹
に
身
を
施

し
、
こ
の
因
縁
を
以
っ
て
、
十
二
劫
の
生
死
の
罪
を
越
え
た
本
生
讃
が
説
か
れ

て
あ
る
。

 
補
注
 
こ
の
調
は
コ
ニ
宝
絶
詞
」
に
美
し
く
訳
さ
れ
て
あ
る
。
法
隆
寺
蔵
回

 
宝
玉
贔
厨
子
の
扉
に
は
、
こ
れ
が
画
か
れ
て
あ
る
。
半
偶
と
は
．
「
生
滅
々
己

 
寂
滅
為
楽
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
半
偶
で
前
半
偶
は
、
 
「
諸
行
無
常
、
是
生

 
滅
法
」
が
前
半
偶
で
あ
る
。
平
曲
の
冒
頭
に
之
を
謡
っ
て
い
る
。
今
様
に
謡

 
つ
た
の
が
「
い
ろ
は
う
た
」
で
あ
る
。
作
者
は
空
海
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が

 
疑
問
で
あ
る
。

法
然
は
「
往
生
極
楽
の
た
め
に
は
、
噛
南
無
阿
弥
陀
佛
と
申
し
て
、
疑
無
く
往
生

す
る
ぞ
と
」
信
じ
た
。
そ
し
て

 
上
人
生
年
九
歳
よ
り
四
十
三
に
至
る
ま
で
三
十
五
年
の
学
問
、
こ
れ
偏
に
出

，
離
の
道
に
わ
づ
ら
ひ
、
順
次
解
説
の
要
路
を
し
ら
ん
為
な
り
。
是
に
依
っ
て

 
遍
諸
業
を
卑
し
給
忙
師
匠
か
へ
り
て
弟
子
と
な
り
ぬ
。
有
時
上
人
、
予
に
語

 
て
の
給
は
く
、
法
相
三
論
天
台
華
厳
真
言
仏
心
の
諸
大
乗
の
宗
、
遍
駕
し
悉

 
論
る
に
入
門
は
異
な
り
と
い
へ
ど
も
、
皆
仏
性
の
一
理
を
悟
顕
こ
と
を
明

 
す
、
所
詮
は
一
致
な
り
ρ
法
は
深
妙
な
り
と
い
へ
ど
も
、
我
機
す
べ
て
繋
馬

 
し
。
経
典
を
披
見
す
る
に
其
智
最
上
な
り
。
行
法
を
修
習
す
る
に
其
心
翻

 
て
際
し
。
朝
朝
に
定
め
て
悪
趣
に
沈
ん
こ
と
を
恐
怖
す
。
夕
夕
に
出
離
の
縁

 
に
闘
た
る
こ
と
を
悲
歎
す
、
忙
忙
た
る
恨
に
は
渡
に
船
を
失
が
ご
と
し
。
朦

 
朦
た
る
憂
に
は
闇
に
道
に
迷
が
ご
と
し
。
歎
な
が
ら
如
来
の
教
法
を
習
悲
な
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が
ら
旧
師
の
解
釈
を
学
、
黒
谷
の
報
恩
蔵
に
入
て
、
一
切
経
を
披
見
す
る
こ

 
と
既
に
五
遍
に
及
ぬ
。
然
れ
ど
も
旧
い
ま
だ
出
離
の
要
法
を
悟
得
ず
。
愁
情

 
彌
深
、
学
意
単
孤
な
り
。
愛
、
に
善
因
急
に
熟
し
宿
縁
頓
に
顕
れ
、
京
師
善
導

和
尚
勧
化
の
八
帖
の
響
獣
鰍
認
轡
を
拝
見
す
る
集
代
造
畢
の
凡

 
夫
、
出
離
生
死
の
旨
を
軌
定
判
し
給
へ
り
。
粗
管
見
し
て
い
ま
だ
玄
意
を
暁

 
め
ず
と
い
へ
ど
も
随
喜
身
に
余
り
、
身
も
為
潤
て
と
り
わ
き
て
見
こ
と
三
遍

 
前
後
合
て
八
遍
な
り
。
時
に
観
経
敬
善
導
の
、
一
心
専
念
彌
陀
名
号
の
文
に

 
至
て
善
意
の
発
意
を
得
た
り
。
歓
喜
の
余
に
聞
人
な
か
り
し
か
ど
も
予
が
如

 
の
下
機
の
行
法
は
、
阿
彌
陀
佛
の
法
蔵
因
位
の
昔
か
ね
て
定
置
る
る
を
や

 
と
、
高
声
に
唱
て
感
悦
髄
に
徹
り
、
落
涙
千
行
な
り
き
。
 
（
黒
谷
源
空
上
人

 
伝
（
十
六
門
記
）
）

と
苦
心
し
て
い
る
。
こ
れ
は
南
無
阿
弥
陀
仏
を
発
見
し
た
因
位
法
蔵
菩
薩
五
十

思
惟
の
忍
受
を
証
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
名
号
の
七
型
に
は
、
「
至
誠
心
、
争

心
、
廻
向
発
願
心
の
回
心
を
要
と
す
る
と
観
経
に
説
か
れ
て
あ
る
。
こ
の
丹
心

は
無
常
を
観
じ
、
死
を
畏
れ
る
処
に
剰
る
。
志
の
至
ら
ざ
る
こ
と
は
、
無
常
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思
は
ざ
る
故
（
正
法
眼
蔵
出
聞
記
y
で
あ
る
。

 
補
注
 
法
蔵
菩
薩
が
五
玉
思
惟
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
発
見
し
た
と

 
い
う
こ
と
は
、
浄
土
三
部
経
を
結
合
し
て
結
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。

蔵
鋒
は
、
無
常
観
を
「
生
死
」
と
表
現
し
、
名
号
を
尊
号
と
信
奉
し
￥

 
名
を
称
す
る
に
能
く
衆
生
の
一
切
の
無
明
を
遣
し
、
能
く
衆
生
の
｝
切
の
志

 
願
を
満
て
た
ま
ふ
つ
称
量
は
即
ち
篭
れ
最
勝
真
率
の
正
業
な
り
。
正
業
則
ち

'
熾
れ
念
仏
な
り
。
念
仏
則
ち
要
れ
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
。
南
無
阿
弥
陀
仏
聖

．
ち
隠
れ
正
念
な
り
。
 
（
教
行
信
証
、
行
巻
）

と
い
っ
た
。

平
家
物
語
の
佛
教
的
世
界
観

 
平
家
物
語
が
王
朝
美
・
源
氏
物
語
美
憧
憬
で
あ
る
根
拠
に
な
る
宗
教
的
世
界

観
が
あ
る
。
平
家
物
語
は
法
然
浄
土
教
宣
布
の
観
念
詩
で
あ
る
と
い
う
様
式
を

も
つ
。
法
然
は
源
信
の
天
台
浄
土
教
を
視
述
し
て
い
る
。
源
信
浄
土
教
は
芸
術

的
観
相
を
重
ん
じ
、
大
慈
悲
心
を
説
き
、
欣
求
浄
土
・
来
迎
信
仰
を
勧
め
る
美

的
仏
教
で
あ
り
、
、
こ
れ
を
模
倣
し
た
の
が
源
氏
物
語
の
美
で
あ
る
。
源
信
浄
土

教
と
法
然
浄
土
教
を
結
合
し
た
も
の
に
、
平
家
物
語
の
作
者
並
に
こ
れ
を
琵
琶

に
奏
じ
た
盲
僧
が
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
二
者
は
、
源
信
教
と
浄
土
教
の
二
者
を

併
せ
体
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
然
の
高
弟
西
山
派
の
開
祖
証
空
の
門

流
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
を
次
に
解
明
す
る
。
大
体
源
信
の
天
台
浄

土
教
は
、
観
相
的
・
芸
術
的
・
美
的
で
あ
る
か
ら
、
引
声
念
仏
・
来
迎
信
仰
・

寺
院
建
築
を
重
ん
ず
る
。
こ
れ
は
法
然
時
代
に
お
い
て
は
貴
族
の
精
神
生
活
に

受
け
つ
が
れ
て
い
た
。
例
え
ば
後
臼
河
院
・
後
鳥
羽
院
・
兼
實
・
慈
鎮
・
俊
成

・
定
家
等
所
謂
新
古
今
集
歌
人
群
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
聖
道
門

'
を
行
じ
え
な
い
貧
賎
者
・
愚
痴
者
・
破
戒
者
等
の
下
層
庶
民
が
、
法
然
の
慈
悲

の
対
象
で
あ
っ
た
。
当
時
の
乱
世
に
最
も
苦
悩
し
て
救
済
を
待
っ
て
い
る
者

は
、
方
丈
記
が
誌
す
如
く
下
層
庶
民
で
あ
っ
た
の
に
、
政
権
を
握
る
貴
族
は
、

明
月
記
に
定
家
が
「
紅
旗
征
戎
非
吾
事
」
と
卜
し
た
様
に
、
天
台
教
か
ら
影
響

を
受
け
た
美
的
生
活
を
追
及
し
て
い
て
、
庶
民
の
苦
悩
は
眼
中
に
無
か
っ
た
。

法
然
は
そ
の
庶
民
の
為
に
専
修
念
仏
の
易
行
道
を
宣
布
し
た
。
こ
の
純
粋
精
神

が
送
釈
本
願
念
仏
宗
で
、
源
信
の
美
的
仏
教
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え

ば
法
然
は
そ
の
臨
終
に
際
し
、
 
「
弟
子
等
佛
の
御
手
に
五
色
の
糸
を
つ
け
す
す

む
れ
ば
、
こ
れ
を
と
り
給
は
ず
。
上
人
の
給
は
く
、
此
如
く
の
こ
と
は
是
つ
ね
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の
儀
式
な
り
。
我
身
に
を
ひ
て
は
い
ま
か
な
ら
ず
し
も
と
い
ひ
て
、
つ
ね
に
こ

れ
を
と
り
給
は
ず
。
」
 
（
四
十
八
巻
伝
）
と
、
来
迎
の
形
式
を
斥
け
て
い
る
。

然
る
に
謹
空
は
貴
族
源
親
季
の
長
男
で
あ
っ
た
か
ら
、
貴
族
階
級
に
接
近
す
る

こ
と
多
く
、
自
ら
専
修
念
仏
を
天
台
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
嘉
禄
三
年
の

弾
圧
の
時
も
、
専
修
念
仏
者
で
は
な
ぐ
天
台
の
一
僧
侶
と
い
っ
て
、
処
罰
を
免

が
れ
て
い
る
。
証
空
は
既
に
法
然
在
世
中
か
ら
寺
院
建
立
の
計
画
を
も
ち
、
や

が
て
西
山
善
様
の
往
生
院
を
再
興
し
た
。
法
然
を
も
含
め
た
専
修
念
仏
者
の
中

で
、
寺
院
を
も
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
証
空
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
天
台
に
接
近
し

た
彼
の
教
義
は
、
必
然
的
に
儀
式
の
為
の
堂
舎
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
右

の
往
生
院
で
は
、
六
時
礼
讃
と
共
に
不
断
念
仏
が
始
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
明

に
叡
山
の
常
行
三
昧
の
念
仏
を
嗣
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
山
法
師
の
間
で
、
証
空

に
つ
い
て
、
 
「
師
の
法
然
房
は
諸
行
の
頸
を
切
り
、
弟
子
の
善
恵
房
は
諸
行
を

生
捕
り
に
す
る
」
と
の
批
評
が
あ
っ
た
程
、
天
台
化
し
て
い
た
。
証
空
が
、
「

当
麻
曼
陀
羅
註
記
」
十
巻
を
著
し
た
こ
と
は
、
一
代
聖
教
を
「
観
経
」
十
六
観

に
統
摂
せ
ん
と
す
る
彼
の
教
義
と
無
関
係
で
は
な
い
。
 
「
君
門
広
け
れ
ば
弘
願

成
ず
」
と
し
て
、
天
台
の
行
法
、
特
に
止
観
に
通
ず
る
十
六
観
相
の
優
位
葱
認

め
た
と
き
、
黒
蓋
の
教
義
の
重
心
は
、
往
生
極
楽
よ
り
観
極
楽
へ
と
移
行
し
て

い
た
吻
こ
の
青
空
が
三
論
に
近
づ
い
た
こ
と
は
、
十
二
分
に
考
え
ら
れ
る
。
而

し
て

 
後
鳥
羽
院
の
御
記
、
信
濃
前
司
詳
言
、
稽
古
の
誉
あ
り
け
る
が
、
楽
府
の
御

 
論
議
の
番
に
め
さ
れ
て
、
三
徳
の
舞
を
ふ
た
つ
忘
れ
た
り
け
れ
ば
、
五
徳
の

 
冠
者
と
異
名
を
つ
き
け
る
を
、
心
う
き
事
に
し
て
、
学
問
を
す
て
て
、
遁
世

 
し
た
り
け
る
を
、
慈
鎮
和
尚
、
一
芸
あ
る
も
の
を
ば
、
下
部
ま
で
も
召
し
お

 
き
て
、
不
便
に
せ
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
こ
の
信
濃
入
道
を
扶
持
し
給
ひ
け

王
朝
文
芸
の
宗
教
的
史
観
四
 
源
氏
物
語
と
平
家
物
語
の
比
較

 
り
。
こ
の
行
蔵
入
道
、
平
家
物
語
を
作
り
て
、
生
仏
と
い
ひ
け
る
盲
目
に
教

 
へ
て
か
た
ら
せ
け
り
。
 
（
徒
然
草
第
二
二
六
段
）

に
お
い
て
、
行
長
や
生
仏
が
法
然
門
徒
よ
り
も
証
三
門
徒
で
あ
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
又
は
、
法
然
門
徒
と
し
て
も
、
よ
り
強
く
証

空
教
の
感
化
を
受
け
た
者
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
行
長
は
慈
鎮
の
長
兄
實
の
家

司
行
隆
の
子
で
、
雅
楽
の
達
人
で
あ
る
。
生
仏
は
後
白
河
法
皇
の
今
様
の
師
資

賢
の
子
資
時
で
、
今
様
を
法
皇
に
授
か
り
、
馳
藤
師
長
と
共
に
今
様
の
二
大
名
手

と
し
て
法
皇
か
ら
讃
え
ら
れ
た
。
黒
い
て
二
十
八
歳
出
家
し
て
叡
山
盲
僧
の
一

団
妙
音
殿
の
盲
僧
と
な
り
、
法
名
生
佛
。
多
芸
多
能
、
笛
、
箏
、
和
琴
、
郭
曲

に
長
け
た
。
平
安
朝
か
ら
あ
っ
た
妙
音
殿
は
、
慈
鎮
の
い
た
青
蓮
院
に
付
属
さ

れ
て
い
た
。
黙
諾
は
声
明
の
達
人
で
あ
っ
た
。
 
「
徒
然
草
参
考
」
に
暴
く
。

 
行
長
入
道
、
慈
鎮
和
尚
の
扶
持
せ
し
故
に
や
、
平
家
の
フ
シ
も
多
く
は
台
家
・

 
の
声
明
に
似
た
る
処
あ
り
、
六
道
講
式
の
ハ
カ
セ
及
び
叡
山
大
会
の
時
な
ど
、

 
よ
み
あ
ぐ
る
声
明
の
フ
シ
今
の
座
頭
の
溜
る
に
よ
り
、
移
り
て
ま
が
う
所
多

し
と
い
へ
る
さ
も
あ
る
べ
緬

「
平
家
物
語
」
巻
三
、
大
臣
流
罪
に
、
師
長
が
琵
琶
の
名
人
で
あ
っ
た
記
事
が

あ
る
。
信
濃
入
道
を
扶
持
し
た
と
い
う
慈
鎮
和
尚
は
、
藤
原
忠
通
の
子
で
、
四

度
天
台
座
主
と
な
り
大
僧
正
に
進
み
、
嘉
禄
元
年
九
月
二
十
五
日
七
十
九
歳
で

寂
し
た
が
、
晩
年
浄
土
教
に
帰
し
、
法
然
上
人
に
交
誼
が
あ
り
、
親
鷺
の
先
師

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
慈
鎮
和
尚
に
扶
持
さ
れ
て
い
た
管
長
が
、
浄
土
教
を
奉
じ

た
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。

平
曲
と
法
然
浄
土
教

法
然
は
源
信
浄
土
教
を
ど
の
様
に
継
い
で
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
つ
引
声
念
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仏
が
あ
る
。
日
本
の
念
仏
受
容
の
源
流
は
、
比
叡
山
常
行
堂
の
芸
能
的
引
声
念

仏
に
発
し
て
い
る
、
．
日
本
の
念
仏
の
芸
能
性
の
伝
統
の
根
元
は
こ
こ
に
あ
る
。

天
台
第
三
座
主
と
な
っ
た
慈
覚
大
師
同
仁
（
七
九
四
-
八
六
四
）
が
齎
し
た
常

行
堂
引
声
念
仏
は
、
五
台
山
に
伝
え
ら
れ
た
法
然
流
の
五
台
念
仏
で
あ
っ
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③

歌
讃
詠
摩
す
る
音
楽
的
念
仏
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
円
窓
（
八
一
四
強
八

九
一
）
浄
蔵
（
八
九
一
一
九
六
四
）
慈
慧
（
九
＝
二
i
九
八
五
）
源
信
（
九
四

二
一
一
〇
一
七
）
覚
超
（
九
六
〇
t
一
〇
三
四
）
懐
空
（
1
一
〇
八
八
）
寛
誓

 
（
？
）
良
忍
（
一
〇
七
三
一
一
一
二
二
）
に
至
っ
て
大
成
し
た
。
琵
琶
を
以
っ

て
奏
で
ら
れ
た
源
信
作
「
六
道
講
式
」
の
心
意
を
み
る
と
、

董
切
諸
豊
里
二
言
死
・
盛
者
有
必
衰
・
中
響
有
別
離
無
有
法
器
者
云

 
 
 
三
重

 
々
。
ハ
東
代
山
前
後
立
煙
。
使
是
朝
眠
夕
語
之
。
北
郎
新
旧
三
露
。
寧
非

 
 
 
 
 
 
 
 
中
早
メ

 
遠
間
近
見
之
人
耶
。
現
世
安
楽
之
時
。
有
心
者
尚
厭
之
。
未
法
濁
乱
之
今
。
．

 
何
遍
竪
執
之
云
々
（
日
本
歌
謡
集
成
巻
四
）
、

と
、
本
文
の
肩
に
二
重
、
中
早
メ
等
の
小
書
が
加
え
て
あ
る
。
こ
の
小
書
は
「

声
明
」
の
調
譜
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
数
え
る
と
、
中
音
、
乙
、
下
音
、
二
重
、

中
早
メ
、
三
重
、
中
音
早
目
の
七
種
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
悉
く
平
家
琵
琶
の
調

 
 
 
 
 
 
 
 
 

譜
に
襲
用
さ
れ
て
い
る
。
元
享
釈
書
に
は
、
「
忍
、
声
明
に
深
し
、
一
日
唄
策

を
重
き
墨
譜
を
上
す
。
忽
ち
田
中
に
光
明
を
放
つ
。
此
れ
よ
り
世
は
忍
の
業
を

推
す
。
そ
の
後
も
継
ぐ
者
忍
の
感
応
に
乏
し
く
、
忍
音
韻
の
み
を
難
く
。
こ
れ

に
よ
っ
て
大
原
の
地
梵
唄
の
場
と
成
る
。
方
今
天
下
の
声
明
を
言
う
者
、
皆
忍

・
に
視
す
」
と
、
声
明
史
上
の
功
績
を
讃
え
て
い
る
。
良
忍
の
多
く
の
門
流
中
に

家
寛
、
叡
空
が
あ
っ
た
。
家
寛
は
後
白
河
法
皇
に
伝
え
た
。
御
撰
「
梁
塵
秘
抄

」．

ﾉ
声
明
の
研
究
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
叡
空
は
法
然
に
伝

え
た
。
平
安
朝
末
期
に
は
念
仏
は
雅
楽
を
結
合
し
た
。
蔓
忍
と
同
時
代
の
罪
源

へ

は
、
念
仏
を
雅
楽
化
し
た
天
台
僧
で
、
そ
の
作
に
な
る
順
次
往
生
講
式
は
、
そ

の
念
仏
和
讃
の
曲
譜
に
、
想
佛
恋
、
往
生
忍
、
万
歳
楽
車
の
雅
楽
譜
を
用
い
て

和
讃
を
詠
唱
し
た
。
そ
の
楽
器
に
は
琵
琶
・
籍
・
笛
等
で
伴
奏
し
て
い
る
。
そ

の
戒
文
に
は
、

 
非
レ
留
二
礼
讃
禰
念
一
以
二
妓
楽
歌
詠
一
…
…
律
呂
調
・
音
暫
静
二
散
心
学
一
驚
一
来

 
世
翠
竹
翫
レ
曲
癖
馬
二
供
養
於
十
万
一
声
為
二
仏
事
一

と
あ
る
。
比
叡
山
常
行
堂
の
引
声
念
仏
は
、
良
忍
に
よ
っ
て
、
従
来
の
声
明
か

ら
雅
楽
や
今
様
を
加
え
た
庶
民
的
念
仏
芸
能
に
改
曲
さ
れ
た
。
芸
能
化
と
は
、

仏
教
音
楽
の
堕
落
を
意
味
し
て
い
る
。
法
然
は
、
こ
の
天
台
声
明
念
仏
の
融
通

性
・
芸
能
性
を
極
度
に
利
用
し
て
貴
賎
を
教
化
し
た
の
で
、
 
「
元
亨
罫
書
」
に

は
、
こ
れ
を
評
し
て
、

三
遍
文
治
の
間
、
源
空
法
師
専
念
の
宗
を
建
つ
。
悪
留
末
流
あ
る
い
は
曲
調
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
の

資
し
、
．
抑
揚
頓
挫
、
流
暢
哀
娩
、
人
性
に
感
σ
心
を
喜
ば
す
。
士
女
楽
ん
で
聞

き
雑
沓
餅
聞
す
。
愚
意
の
一
端
と
な
す
べ
し
。
然
る
に
流
俗
益
々
甚
し
く
、
動

も
す
れ
ば
伎
戯
を
街
う
。
燕
宴
の
末
席
に
交
は
り
盃
膓
の
余
渥
を
受
く
、
高
誼

娼
伎
と
膝
を
促
え
互
に
唱
う
。
痛
し
い
哉
真
仏
の
秘
図
、
蕩
と
し
て
三
田
の
古

韻
と
な
る
。
或
は
儲
位
磐
を
撃
ち
、
跳
躍
を
打
つ
、
婦
女
を
別
た
ず
街
巷
に
喧

燥
す
。
そ
の
弊
言
う
に
足
ら
ず
」
と
い
う
。
又
、
 
「
野
守
鏡
」
下
に
は
、
 
「
専

修
念
仏
の
曲
流
布
し
て
、
ト
男
女
是
に
こ
ぞ
り
し
か
ば
、
人
皆
声
明
の
き
き
を
遠

く
し
侍
り
け
る
に
、
嫡
々
相
承
の
妙
曲
を
あ
ら
た
め
し
ゅ
へ
な
る
べ
し
。
そ
れ

に
よ
り
し
て
い
ま
に
い
た
る
ま
で
、
専
修
念
仏
の
曲
さ
か
り
な
れ
ば
、
正
道
の

仏
事
を
お
こ
な
ふ
人
ま
れ
な
り
」
と
評
し
て
い
る
。
暫
史
と
あ
る
は
、
平
曲
等
．

を
語
る
盲
人
で
あ
る
。
 
「
新
猿
楽
記
」
に
「
琵
琶
法
師
之
物
語
」
と
あ
っ
て
、

琵
琶
法
師
は
平
曲
を
語
る
以
前
に
平
曲
以
外
に
引
声
念
仏
を
も
ち
っ
た
和
讃
・
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講
式
・
寺
社
の
本
塗
讃
・
霊
等
軸
の
曲
を
語
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

曲
節
は
南
都
北
嶺
の
格
式
あ
る
声
明
を
守
っ
た
も
の
で
な
く
、
各
々
我
流
で
定

ま
れ
る
節
拍
子
も
無
く
、
別
音
を
発
し
」
而
も
こ
の
為
に
人
心
を
感
動
さ
せ
て

信
徒
が
増
す
の
で
、
旧
仏
教
は
亡
国
の
音
と
し
て
憎
み
斥
け
た
の
で
あ
る
。
高

野
辰
之
氏
は
、

 
治
承
養
和
の
頃
、
天
台
宗
の
澄
憲
に
よ
り
て
、
喝
導
即
ち
説
経
が
興
隆
ル
、

 
其
の
子
の
聖
覚
、
聴
覚
の
子
酒
煮
と
、
子
々
孫
々
が
之
を
伝
へ
、
寛
元
年
中

 
に
は
定
圓
が
出
て
益
々
此
の
業
は
栄
え
た
、
然
る
に
そ
の
果
は
語
講
交
付
、

 
変
体
百
出
と
で
も
い
ふ
べ
く
、
天
正
を
揺
か
し
、
音
韻
を
娩
に
し
、
言
は
偶

 
を
貴
び
、
理
は
哀
讃
を
主
と
し
、
人
心
を
感
ぜ
し
め
ん
と
し
て
、
自
ら
泣
く

 
に
至
っ
て
、
詐
欺
俳
優
の
技
と
化
し
た
。
彼
の
諸
講
式
の
文
も
末
流
に
あ
っ

 
て
は
、
恐
ら
く
哀
蕩
叫
吟
を
旨
と
し
て
読
請
し
た
に
相
違
な
い
。
平
曲
を
語

 
る
こ
と
は
、
実
に
こ
ん
な
仏
教
扇
島
の
堕
落
時
代
忙
起
っ
だ
の
で
あ
る
。
 
（

 
日
本
歌
謡
史
三
九
八
頁
）

ど
い
っ
た
。
琵
琶
盲
僧
は
生
活
の
資
財
無
く
、
山
河
に
漂
泊
す
る
悲
運
の
賎
民

で
あ
っ
た
か
ら
、
精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
寺
社
を
頼
ん
で
寄
食
し
た
の
で
仏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
補
）

縁
が
深
か
っ
た
。
即
ち
平
曲
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
生
仏
も
、
慈
鎮
和
尚
の
寺
に

寄
食
し
た
東
国
生
れ
の
乞
食
僧
で
、
 
「
日
吉
の
社
へ
，
三
七
日
参
重
し
て
祈
誓
有

り
し
か
ば
、
平
家
の
物
語
に
節
を
付
て
偶
す
べ
し
と
の
御
告
有
り
」
 
（
当
道
要

集
）
、
 
「
熊
野
権
現
ノ
示
現
ニ
ヲ
ツ
テ
、
語
り
イ
タ
セ
ル
六
巻
ノ
本
ア
リ
、
夢

¶
中
タ
ク
セ
ン
ノ
本
ト
號
ス
云
々
（
当
道
要
抄
）
と
も
あ
っ
て
、
 
「
山
門
の
事
を

殊
に
ゆ
ゆ
し
く
書
い
た
」
 
（
徒
然
草
）
の
で
あ
る
。
佐
藤
春
夫
は
、
平
曲
は
法

然
教
を
語
る
観
念
詩
と
い
ひ
、
 
（
「
心
」
誌
十
四
巻
五
号
）
斉
藤
清
衛
氏
も
「

平
家
物
語
の
作
者
は
、
浄
土
宗
門
の
学
僧
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
は
な
い
・

王
朝
文
芸
の
宗
教
的
史
観
四
 
源
氏
物
語
と
平
家
物
語
の
比
較

」
と
い
は
れ
た
。
 
（
中
世
文
学
二
一
四
頁
）
福
井
康
順
（
文
学
昭
和
三
四
年
十

ゴ
月
号
）
、
家
永
三
郎
（
国
文
学
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
号
）
も
同
意
見
で
あ

る
。
然
し
実
は
長
年
月
間
に
多
数
の
僧
が
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

故
に
生
長
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
参
加
者
中
に
安
居
院
の
澄
憲
、
聖
且
又
は
そ

の
門
流
の
い
た
こ
と
は
間
違
な
い
。
そ
の
一
実
例
と
し
て
、
安
居
院
流
唱
導
書

の
一
つ
宝
菩
提
院
本
「
言
泉
集
」
鐘
楼
語
蔵
帖
に
よ
っ
て
、
平
家
物
語
冒
頭
の

「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
云
々
」
の
句
は
、
無
常
観
を
強
調
す
る
も
の
と
い
う
以

外
に
鎮
魂
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
㌔
そ
こ
で
蕃
法
師
に
証

空
に
寄
食
す
る
者
あ
り
、
証
空
が
こ
れ
に
平
家
物
語
の
あ
る
部
分
を
書
き
与
え

た
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
と
、
平
曲
と
法
然
教
、
法
然
教
と
源
信
浄
土
教
、
法

然
教
と
王
朝
美
と
い
ふ
無
硬
の
縁
が
一
層
親
密
に
結
ば
れ
る
。
「
哀
歓
悲
哀
の

音
曲
を
な
す
さ
ま
、
め
ず
ら
し
く
た
う
と
く
」
 
（
四
十
八
巻
伝
）
と
も
あ
る
如

く
、
念
仏
弘
通
に
芸
能
的
念
仏
の
効
果
が
あ
っ
だ
の
で
、
証
空
は
積
極
・
的
に
平

曲
を
語
る
琵
琶
法
師
を
援
助
し
た
と
思
う
。
，
長
年
月
中
改
作
潤
色
を
加
え
ら
れ

た
原
平
家
の
作
者
は
未
知
で
あ
る
。
正
確
に
そ
の
年
代
と
作
者
を
知
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
改
作
潤
色
直
中
に
、
高
野
山
蓮
華
谷
に
諸
国
を
勧
進

し
て
集
っ
た
高
野
聖
等
や
、
触
濃
前
司
行
長
や
萎
時
長
や
行
長
言
兄
で
法

然
の
弟
子
で
衣
鉢
の
相
承
者
魚
苗
等
多
数
の
人
が
想
像
せ
ら
れ
る
。

源
氏
物
語
と
平
家
物
語
の
女
性
比
較
論

 
源
氏
物
語
に
は
多
く
の
女
性
を
、
女
人
哀
史
・
女
人
往
生
伝
の
風
に
描
い
て

い
る
。
平
家
物
語
も
亦
こ
れ
を
う
け
つ
い
で
い
る
。
、

 
平
曲
流
布
本
巻
一
「
妓
王
が
事
」
に
、
白
拍
子
妓
王
・
妓
女
・
佛
が
出
る
。

賎
婦
白
拍
子
が
太
政
大
臣
清
盛
に
寵
愛
さ
れ
る
物
語
で
あ
る
。
源
氏
物
語
で
は
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更
衣
桐
壺
が
、
天
皇
の
寵
妃
と
な
り
、
木
陰
の
小
草
の
如
き
は
か
な
い
紫
の
上

は
、
光
源
氏
の
正
妻
と
な
り
、
辺
鄙
な
国
司
の
孫
が
、
申
宮
と
成
っ
た
。
何
れ

も
作
者
が
浄
土
教
の
人
間
平
等
観
を
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
万
葉
巻
頭
の

歌
は
、
雄
略
天
皇
が
野
の
一
女
性
と
の
愛
の
歌
で
あ
る
。
人
間
の
運
命
の
歴
史

の
扉
は
女
性
κ
よ
っ
て
開
か
れ
て
い
る
。
源
氏
物
語
の
作
者
は
、
近
代
的
自
覚

に
悩
む
女
性
を
次
の
如
く
描
い
た
。

 
女
ば
か
り
、
r
身
を
も
て
な
す
さ
ま
も
、
所
狭
う
、
あ
は
れ
な
る
べ
き
も
の
は

 
な
し
。
も
の
の
あ
は
れ
折
を
か
し
き
こ
と
も
、
見
知
ら
ぬ
さ
ま
に
ひ
き
入

 
り
、
沈
み
な
ど
す
れ
ば
、
何
に
つ
け
て
か
、
世
に
ふ
る
栄
え
み
＼
し
さ
も
、

 
常
な
き
世
の
つ
れ
み
＼
を
も
な
ぐ
ざ
む
べ
き
ぞ
は
、
お
ほ
か
た
、
物
の
心
を

 
知
ら
ず
、
言
ふ
か
ひ
な
き
者
に
な
ら
ひ
た
ら
む
も
、
生
ぼ
し
立
て
け
ん
親
も

 
い
と
口
惜
し
か
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
心
に
の
み
こ
め
て
、
無
言
太
子
・

 
と
か
法
師
ば
ら
の
悲
し
き
事
に
す
る
昔
の
た
と
ひ
の
や
う
に
、
悪
し
き
事
、

 
よ
き
事
を
思
ひ
知
り
な
が
ち
、
埋
ま
れ
な
ん
も
、
い
ふ
か
ひ
な
し
。
わ
が
心

 
な
が
ら
も
、
よ
き
程
に
は
い
か
で
か
保
つ
べ
き
。
 
（
夕
霧
）

そ
し
て
紫
の
上
を
秋
に
死
な
せ
て
い
る
。
妓
王
の
歌
は
、

 
萌
え
い
つ
る
も
 
枯
る
㌧
も
同
じ
 
野
辺
の
草
 
い
つ
れ
か
秋
に
・
あ
は
で

 
は
つ
べ
き

は
、
平
曲
を
一
貫
す
る
生
者
必
滅
・
盛
者
必
衰
の
平
等
観
の
諦
念
を
歌
っ
て
い

る
。
要
す
る
に
平
家
物
語
を
象
徴
す
れ
ば
、
色
と
り
ど
り
に
紅
葉
の
凋
落
す
る

．
秋
で
あ
る
。
ほ
ろ
び
に
向
か
う
美
で
あ
る
。

 
佛
も
む
か
し
は
凡
夫
な
り
 
わ
れ
ら
も
遂
に
は
佛
な
り
 
い
つ
れ
も
仏
性
具

、
せ
る
身
を
 
隔
つ
る
の
み
こ
そ
悲
し
げ
り

と
謡
っ
た
今
様
ば
、
仏
性
平
等
観
で
あ
る
。
こ
の
様
に
権
威
を
畏
れ
ず
積
極
的

・
行
動
的
・
意
志
的
な
女
性
は
、
源
氏
物
語
に
は
見
ら
れ
な
い
。
浄
土
教
の
流

布
に
よ
る
一
般
庶
民
の
人
間
的
自
覚
の
一
証
で
あ
る
。
妓
王
姉
妹
と
母
並
に
佛

の
四
人
は
、
経
済
的
独
立
の
資
無
く
、
男
性
の
な
ぐ
さ
み
も
の
に
さ
れ
、
充
用

に
乞
食
す
る
弱
者
で
あ
る
が
、
源
氏
物
語
の
女
性
も
亦
肖
り
で
あ
っ
た
。
尼
に

な
っ
た
妓
王
達
四
人
置
「
一
処
に
籠
り
み
て
、
朝
夕
仏
前
に
向
ひ
、
花
香
を
供

へ
て
、
他
念
な
く
願
ひ
け
る
が
、
遅
速
こ
そ
あ
り
け
れ
、
皆
往
生
の
素
懐
を
遂

げ
て
」
い
る
。
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
た
と
書
い
た
こ
の
こ
と
は
、
汝
人
生
の
勝

利
必
至
と
い
う
死
者
に
対
す
る
最
大
の
讃
歌
で
あ
っ
て
、
平
曲
を
一
貫
す
る
崇

高
な
理
想
で
あ
る
。
無
量
寿
に
浬
駕
す
る
四
人
の
女
性
に
比
す
れ
ば
、
驕
る
者

は
久
じ
か
ら
ず
、
そ
の
故
に
「
あ
っ
ち
死
に
し
、
日
頃
作
り
置
か
れ
し
罪
業
ば

か
り
こ
そ
、
獄
卒
ど
な
っ
て
迎
に
来
た
」
清
盛
は
、
人
生
の
敗
北
者
で
あ
る
と

ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

あ
は
れ
ん
で
い
る
。
こ
の
あ
は
れ
は
大
慈
悲
の
あ
は
れ
で
あ
る
。
平
曲
は
こ
の

ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

あ
は
れ
の
人
間
観
照
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
言
入
の
尼
の
死
後
は
．
「
後
臼
河
の

法
皇
の
、
長
講
堂
の
過
去
帳
に
も
、
書
写
・
妓
女
・
佛
・
刀
自
等
が
尊
霊
と
、

四
人
一
所
に
入
れ
ら
れ
た
り
。
あ
り
が
た
が
り
し
事
ど
も
な
り
」
と
、
礼
讃
さ

れ
た
の
み
で
、
誰
も
愛
着
の
涙
を
流
し
た
と
書
い
て
い
な
い
。
然
る
に
桐
壺
更

衣
、
の
死
に
は
、
桐
壺
帝
が
働
出
し
て
い
る
。
源
氏
物
語
は
一
人
の
人
間
が
、
欲

望
的
実
存
か
ら
芸
術
的
実
存
へ
、
更
に
実
教
的
実
存
へ
と
次
第
に
生
長
の
歴
程

を
描
い
た
大
河
小
説
で
あ
る
。
そ
の
男
性
の
象
徴
が
光
源
氏
、
女
性
の
象
徴
が

紫
の
上
で
あ
る
。
紫
の
上
は
世
を
は
か
な
み
度
々
出
家
の
希
望
を
訴
え
る
が
、

光
源
氏
は
こ
れ
を
許
さ
な
い
。
こ
れ
は
当
時
の
貴
族
の
出
家
は
、
勇
猛
な
菩
薩

心
に
由
る
も
の
で
な
く
、
栄
耀
栄
華
の
果
で
あ
り
、
こ
の
世
に
お
も
う
こ
と
な

ぎ
姿
の
現
れ
、
仏
教
的
美
的
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
を
憂
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
は
当
時
の
出
家
に
対
す
る
作
者
の
批
判
で
も
あ
る
。
紫
の
上
が
死
ん
だ
の
で
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は
じ
め
て
夕
霧
に
落
飾
を
命
じ
た
。
然
し
夕
霧
は
「
観
無
量
寿
経
」
の
「
一
日

 
一
夜
持
二
八
戒
斎
「
。
若
一
日
一
夜
持
二
沙
弥
戒
一
。
若
一
日
一
夜
持
二
連
足
戒
心
。

、
威
儀
無
・
欠
。
以
二
此
功
徳
一
。
廻
向
願
三
求
生
二
極
楽
一
」
中
の
一
句
を
口
に
出

し
た
ら
も
、
継
母
紫
の
上
の
死
相
美
に
魅
せ
ら
れ
て
尼
に
し
な
い
。
そ
の
死
骸

を
光
源
氏
と
夕
霧
が
、
「
ほ
の
ぼ
の
と
、
明
け
行
く
光
も
覚
東
な
け
れ
ば
、
大

殿
油
近
く
か
㌧
げ
て
み
」
た
美
し
さ
は
、
 
「
御
ぐ
し
の
唯
う
ち
や
ら
れ
給
へ
る

程
、
こ
ち
た
く
清
ら
に
て
、
露
ば
か
り
乱
れ
た
る
気
色
も
な
う
、
つ
や
つ
や
と

美
し
け
る
る
様
ぞ
限
り
な
き
。
灯
の
い
と
明
き
に
、
御
器
は
い
ど
白
く
光
る
や

う
に
て
、
と
か
く
う
ち
ま
ぎ
ら
は
す
こ
と
あ
あ
し
現
つ
の
御
も
て
な
し
よ
り
も

、
言
ふ
か
ひ
な
き
さ
ま
に
、
行
心
な
く
て
臥
し
給
へ
る
御
有
様
の
、
飽
か
ぬ
と

こ
ろ
な
し
と
言
は
ん
も
更
な
り
や
、
斜
だ
に
あ
ら
ず
、
類
な
き
を
み
奉
る
に
、

死
に
入
る
魂
の
、
や
が
て
御
心
に
と
ま
ら
な
む
と
思
ほ
ゆ
る
も
、
わ
り
な
き

事
な
り
や
。
」
で
あ
っ
た
。
夕
霧
は
は
じ
め
て
継
母
の
美
貌
を
直
視
し
た
が
、

悲
し
や
そ
れ
は
能
面
の
如
き
死
相
で
あ
る
。
か
つ
て
見
た
こ
と
も
な
い
美
し
い

女
体
は
佛
で
あ
る
。
永
遠
に
沈
黙
す
る
精
神
的
晶
化
の
美
で
あ
る
。
優
美
と
崇

高
、
煩
悩
と
菩
提
の
支
合
す
る
妙
境
で
あ
る
。
光
源
氏
と
夕
．
霧
の
父
子
は
、
死

骸
を
前
に
し
て
愛
の
抱
擁
に
応
え
ぬ
切
な
さ
に
苦
悶
す
る
。
次
の
瞬
間
に
は
醜

く
九
相
に
変
化
す
る
屍
体
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
陶
酔
す
る
。
光
源
氏
の
為
に

は
、
こ
の
死
相
美
は
現
実
界
の
美
の
は
か
な
さ
と
、
-
浬
葉
の
届
け
さ
を
し
ら
せ

た
善
知
識
で
あ
っ
た
。
い
か
な
る
美
と
錐
も
、
無
常
の
嵐
に
は
一
微
塵
を
も
留

め
え
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
紫
の
上
は
死
し
て
光
源
氏
に
菩
提
を
勧
め

た
。
そ
の
死
相
の
白
光
は
、
光
源
氏
の
為
の
来
迎
佛
に
外
な
ら
ぬ
。
ダ
ン
テ
の

 
「
新
生
」
に
は
、
愛
す
る
乙
女
の
計
報
を
き
い
て
A
太
陽
は
暗
黒
に
な
り
、
星

の
輝
き
が
現
は
れ
》
小
鳥
共
は
静
ま
り
返
っ
た
空
か
ら
落
ち
て
音
も
立
て
ず
に

 
王
朝
文
芸
の
宗
教
的
史
観
㈲
 
源
氏
物
語
と
平
家
物
語
の
比
較

 
死
ん
で
行
き
、
大
地
が
震
え
る
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
処
が
あ
る
。
ベ
ァ
ト
リ
ー

 
チ
ェ
の
死
後
の
ダ
ン
テ
は
、
 
「
故
郷
で
あ
る
浄
福
な
世
界
は
、
か
り
そ
め
の
生

 
存
の
中
に
は
な
い
」
と
い
い
、
自
己
の
宿
業
を
知
り
、
暗
さ
の
中
に
悲
嘆
す

 
る
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
愛
は
、
永
遠
の
女
性
の
愛
で
あ
る
。
現
実
の
一
個
の
女

 
性
を
媒
介
に
し
て
、
絶
対
唯
一
者
に
会
う
て
い
る
。
そ
の
唯
一
者
は
永
遠
の
女

 
性
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
此
の
ダ
ン
テ
は
永
遠
な
冒

 
る
女
性
、
我
を
天
国
に
導
く
と
い
っ
た
。
ダ
ン
テ
に
永
遠
を
顕
示
し
た
の
は
ベ

 
ア
ト
リ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
紫
の
上
は
光
源
氏
の
べ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
で
あ
る
。
紫

 
の
上
の
死
を
動
機
と
し
て
、
光
源
氏
は
出
家
す
る
。
出
家
と
は
、
往
生
、
新
生

 
青
春
の
回
帰
、
起
死
回
生
、
求
菩
提
で
あ
る
。
日
本
の
人
間
発
見
、
文
芸
黒
身

 
に
は
、
い
つ
も
仏
教
が
働
い
て
き
た
。
 
「
佛
な
ど
の
果
て
給
へ
る
身
」
 
（
御
法

 
）
と
い
う
宗
教
的
自
覚
は
、
出
家
に
至
る
迄
の
長
い
道
程
の
回
顧
で
あ
る
。
そ

 
の
道
程
は
、
「
い
そ
ぎ
」
の
形
相
で
は
な
く
、
随
分
と
道
草
を
く
っ
た
緩
慢
な

 
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
緩
慢
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
彼
が
囲
聾
す
る
美
の
諸
相

 
に
心
を
奪
は
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
己
を
囲
む
美
が
永
遠
の
も
の
で
は
な

・
く
、
結
局
は
佛
界
へ
の
誘
い
で
あ
る
こ
と
を
、
自
覚
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

 
う
が
、
「
佛
な
ど
の
掟
へ
る
身
」
の
最
後
に
お
い
て
、
紫
の
上
は
死
相
と
化
っ

 
て
、
完
全
に
光
源
氏
の
地
上
的
愛
執
を
浄
化
し
た
。
「
紫
の
上
の
物
語
」
と
「

 
妓
王
の
事
」
は
、
仏
教
的
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。

 
 
妓
王
達
四
人
は
乱
世
に
生
き
る
賎
婦
で
あ
っ
て
、
、
清
盛
か
ら
生
命
を
奪
は
れ

 
よ
う
ど
し
て
い
る
。
人
界
に
何
の
楽
し
み
も
な
い
か
ら
、
た
ゆ
た
ひ
も
な
が
め

 
も
せ
ず
、
い
そ
ぎ
宗
教
的
決
断
を
し
て
尼
に
な
っ
て
い
る
。
強
い
意
志
的
行
動

 
で
あ
る
が
、
そ
の
動
力
因
は
、
西
方
極
楽
浄
土
よ
り
の
聖
衆
の
来
迎
を
信
ず
る

」
浪
漫
的
情
熱
で
あ
る
。
源
氏
物
語
も
哀
愁
の
調
が
多
く
流
れ
て
い
る
が
、
又
華
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麗
の
場
面
が
少
ぐ
な
い
が
、
平
曲
を
貫
く
主
流
は
悲
哀
で
あ
る
。
人
間
実
在
自

身
が
宗
教
的
哀
愁
で
あ
る
。
絶
望
不
満
の
結
果
が
哀
愁
で
あ
る
。
死
に
至
る
存

在
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
哀
愁
の
根
源
で
あ
る
。
最
高
の
哀
愁
は
詩
の
世
界

に
お
い
て
最
高
の
席
亭
、
最
高
の
美
で
あ
る
。
石
津
純
道
教
授
の
調
査
に
よ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

ば
、
平
曲
に
お
い
て
あ
は
れ
は
、
＝
一
八
回
、
悲
哀
を
現
は
す
も
の
一
〇
九
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧

悲
し
は
一
三
二
回
、
そ
の
中
で
悲
哀
の
情
を
現
は
す
も
の
＝
一
七
で
あ
る
。
四

季
中
最
も
人
間
を
悲
し
ま
せ
る
時
は
秋
で
あ
る
。
 
「
経
国
集
」
に
は
、

 
秋
可
・
哀
分
、
哀
二
年
序
三
早
寒
一
。
天
欝
欝
以
南
瀟
目
血
清
次
光
微
。
療
収

 
流
草
分
。
霜
降
林
稀
云
々
。

と
あ
る
。
中
世
文
芸
殊
に
新
古
今
和
歌
集
に
大
影
響
を
与
え
た
白
軍
文
集
に
」

は
、

 
切
切
暗
窓
下
、
腰
々
深
草
裏
、
秋
天
思
慈
心
、
雨
夜
愁
大
耳
（
朗
詠
集
巻
上
・
轟
）

 
大
底
四
時
心
用
苦
 
就
中
膓
断
是
秋
天
（
朗
詠
集
巻
上
・
秋
興
）

と
あ
る
。
平
曲
で
も
悲
哀
を
深
め
る
べ
ぐ
多
く
秋
の
場
合
を
語
る
。
 
「
妓
王
が

事
」
に
は
、

 
か
く
て
春
過
ぎ
夏
た
け
ぬ
。
秋
の
は
つ
風
吹
き
ぬ
れ
ば
、
星
．
の
空
を
眺
め

 
つ
つ
、
あ
ま
の
と
わ
た
る
梶
の
葉
に
、
思
ふ
こ
と
書
く
こ
う
な
れ
や
。

と
謡
っ
た
。
紫
の
上
の
死
期
も
亦
秋
で
あ
っ
て
、

 
秋
風
に
 
し
ば
し
と
ま
ら
ぬ
 
つ
ゆ
の
世
を
 
た
れ
か
草
葉
の
 
う
へ
と
の

 
み
見
む
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．

と
歌
は
れ
て
い
る
。
推
移
す
る
自
然
に
無
数
の
美
が
顕
現
す
る
。
そ
れ
は
進
化

ず
る
生
命
で
あ
る
。
日
本
人
は
皇
に
敏
感
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
教
的
時
間
を
自

覚
す
る
。
そ
れ
は
生
（
非
連
続
）
死
（
連
続
）
す
る
時
間
で
あ
る
。
こ
れ
を
中

世
の
哲
人
は
、
生
死
は
佛
の
お
ん
三
三
と
も
、
前
念
命
終
．
後
念
即
生
と
も
、

念
々
臨
終
」
念
々
往
生
と
い
っ
て
い
る
。
現
在
時
を
「
永
遠
の
今
」
と
、
厳
格

に
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
中
世
人
の
い
そ
ぎ
め
生
活
様
式
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
秋
は
感
傷
の
極
み
で
あ
る
と
共
に
、
法
悦
の
世
界
で
あ
っ
て
、

 
「
わ
が
命
 
か
な
し
と
き
き
て
 
よ
ろ
こ
べ
る
 
人
は
さ
な
が
ら
 
佛
と
そ
な

る
」
の
境
地
で
あ
る
。
 
（
川
端
康
成
・
「
住
吉
」
罫
引
 
伝
妙
典
作
）

 
紫
の
上
の
出
家
の
希
望
を
遮
っ
た
の
は
、
光
源
氏
の
美
の
愛
楽
で
あ
っ
た
。

源
氏
物
語
で
出
家
し
た
貴
族
女
性
は
、
藤
壺
・
空
蝉
・
朧
月
夜
・
女
三
の
宮
・

源
内
侍
・
浮
舟
で
あ
る
。
出
家
の
動
機
は
、
源
信
浄
土
教
か
ら
学
ん
だ
厭
離
繊

土
・
欣
求
浄
土
観
で
あ
る
が
、
も
一
つ
は
男
性
貴
族
の
専
横
に
対
す
る
女
性
の

自
由
を
主
張
す
る
唯
一
の
賢
明
な
抵
抗
で
あ
っ
た
こ
「
と
で
あ
る
。
彼
女
達
の
出

家
は
必
し
も
熾
烈
な
求
菩
提
心
に
由
る
も
の
で
な
い
。
そ
れ
は
苦
悩
の
臓
土
と

深
く
観
じ
て
は
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
源
氏
物
語
に
「
地
獄
」
の
語
の
な

い
の
も
そ
の
為
で
あ
る
。
栄
華
の
で
き
る
荘
園
貴
族
の
こ
の
世
は
庶
民
の
生
活

に
比
べ
れ
ば
、
楽
土
で
こ
そ
あ
れ
、
繊
土
と
は
感
ぜ
ら
れ
な
い
。
右
心
と
は
罪

悪
深
重
な
自
我
の
純
粋
な
内
観
で
あ
る
。
群
生
の
苦
悩
も
自
身
の
責
任
と
し
て

忍
愛
す
る
広
大
な
社
会
我
で
あ
る
。
理
世
撫
民
性
の
も
の
の
あ
は
れ
で
あ
る
。

源
氏
物
語
に
は
こ
ん
な
人
物
は
ま
だ
一
人
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
平
曲
に
は
重

盛
・
文
覚
が
い
る
。
源
氏
物
語
の
人
々
は
、
出
家
も
美
的
生
活
の
一
様
式
と
考

え
て
い
た
。
貧
や
孤
独
や
静
寂
を
愛
楽
す
る
あ
は
れ
が
あ
っ
た
。
茶
道
や
連
歌

や
俳
譜
等
の
美
の
三
流
で
あ
る
。
こ
の
適
例
は
宇
治
の
八
三
で
あ
る
。
僧
と
な

、
っ
て
も
捨
て
切
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
益
々
熾
盛
に
な
る
欲
望
的
実
存
の
あ
わ

れ
が
あ
っ
た
。
尼
姿
の
美
に
誘
惑
さ
れ
る
男
性
が
あ
っ
た
。
佛
教
的
偽
善
・
堕

落
で
あ
る
。
然
し
こ
こ
に
仏
教
的
芸
能
や
親
戚
の
在
家
仏
教
の
起
源
が
あ
っ

た
。
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文
芸
の
絶
対
価
値
は
、
平
等
普
遍
の
人
間
性
を
表
現
す
る
処
に
あ
る
。
源
氏

物
語
の
も
の
の
あ
は
れ
も
平
家
物
語
の
諸
行
無
常
も
、
仏
教
的
世
界
観
に
よ
る

平
等
観
を
描
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の
世
界
観
で
あ
っ
た
の
は
天

台
浄
土
教
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
倫
の
あ
は
れ
と
な
っ
て
い
る
が
、
貴
族
の
生
活

を
描
く
こ
と
に
力
め
て
い
て
、
庶
民
へ
の
あ
は
れ
み
を
描
く
こ
と
が
極
め
て
少

い
。
そ
の
中
で
須
磨
の
巻
で
、
須
磨
を
見
舞
う
た
親
友
頭
中
将
と
光
源
氏
が
、

漁
夫
を
引
見
す
る
処
に
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‘

 
浦
に
年
経
る
さ
ま
な
ど
 
は
せ
た
ま
ふ
に
、
さ
ま
ざ
ま
安
げ
な
き
身
の
憂
へ

 
を
申
す
。
そ
こ
は
か
と
な
く
さ
へ
っ
る
も
、
心
の
ゆ
く
へ
は
同
じ
事
、
な
に

 
か
異
な
る
と
、
あ
は
れ
に
見
た
ま
ふ
。
御
衣
ど
も
な
ど
か
づ
け
さ
せ
た
ま
ふ

 
を
、
生
け
る
か
ひ
も
あ
り
と
思
へ
り
。

と
あ
る
の
は
、
愛
欲
煩
悩
の
あ
は
れ
で
は
な
く
、
空
也
の
慈
悲
に
通
ず
る
庶
民

に
対
す
る
人
倫
の
あ
は
れ
で
あ
り
、
こ
れ
が
法
然
や
親
鴛
や
一
遍
に
よ
っ
て
発

展
し
深
め
ら
れ
た
の
で
、
庶
民
文
化
も
向
上
し
た
の
で
あ
る
。
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①
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澄
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史
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③
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仏
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④
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史
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て

 
⑥
田
村
円
澄
 
法
然
上
人
伝
の
研
究
 
八
四
頁

 
⑦
文
学
 
三
四
年
十
二
月
 
福
井
康
順
平
家
物
語
の
仏
教
的
性
格

 
⑧
楽
浪
書
院
版
平
家
物
語

王
朝
文
芸
の
宗
教
的
史
観
四
 
源
氏
物
語
と
平
家
物
語
の
比
較

補
①
大
骸
法
院
。
慈
鎮
は
平
家
の
怨
霊
済
度
を
急
務
と
し
、
元
久
元
年
十

 
 
二
月
白
川
坊
に
大
儀
法
院
を
建
立
。
建
永
元
年
「
大
峨
法
院
各
々
起

 
 
請
之
事
」
 
（
門
葉
記
）
を
定
め
、
そ
の
中
に
、
供
僧
器
量
事
事
、
説

 
 
 
 
 
（
類
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
明
）

 
（
経
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
皆
）

 
 
法
類
、
属
顕
、
．
此
外
声
名
法
則
受
師
伝
音
曲
堪
能
画
聖
聴
為
其
器
具

 
 
勘
所
撰
補
也
。

補
②
大
原
は
京
都
の
北
、
中
納
言
顕
基
遁
世
の
地
と
し
て
名
高
く
、
r
後
に

 
 
は
良
忍
こ
の
地
に
住
み
、
来
迎
浄
蓮
華
の
二
院
を
建
て
て
声
明
、
梵

 
 
唄
の
秘
曲
を
伝
へ
、
又
融
通
念
仏
を
勧
め
た
。
後
に
は
天
台
座
主
顕

 
 
真
も
、
こ
の
地
に
隠
棲
し
て
道
心
の
生
活
を
送
っ
た
と
い
は
れ
、
源

 
 
空
を
招
請
し
て
里
林
院
に
浄
土
念
仏
の
法
門
を
問
答
し
て
所
謂
大
原

 
 
談
義
、
大
原
問
答
の
縁
り
の
地
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
三
十
年
間
常
行

 
 
三
昧
を
修
し
た
少
将
聖
や
、
大
原
三
尊
と
し
て
名
高
い
寂
念
・
寂
然

 
 
．
寂
照
の
三
兄
弟
が
、
こ
こ
に
遁
世
し
た
こ
と
も
人
口
に
膳
立
し
て

 
 
い
る
。
諸
の
説
話
集
に
は
こ
の
地
に
集
団
し
て
い
た
聖
達
の
話
が
多

 
 
く
み
ら
れ
る
。
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